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『買いたくなる良いもの』
を目指して

有限会社 良品工房

白田（はくた）さやか
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2010年3月オープン
場所 JR東日本東京駅構内１階サウスコート内
施設 約15坪
商材 約400アイテム。常温、冷蔵食品および雑貨など。
客層 丸の内周辺のビジネスマン、OL、東京駅利用者、旅行客など

http://www.nicolina.jp/


エントリー： 30事業者88品
2021年10月～12月にかけて22事業者の38品（うち冷蔵6品）を各2週間販売





●平均販売点数・・・20点

●一番売れた商品・・・96点

●一番売れなかった商品・・・1点

いずれも販売期間は2週間



＜お客様の声＞
・シンプルな原材料で安心
・手軽に魚が摂れてうれしい
・油を使っていなくてヘルシー
・手が汚れないのも良い

＜販売員の声＞

・おやつ、おつまみ どちらの需
要にも応えられる

・端的な商品名で分かりやすい
・特産の素材が活かされている
・軽いから複数個購入する方も

弊社の卸取引先11店舗でも採用されました！



苦戦してしまった商品の特徴

①エキナカの需要や特性にマッチしていなかった

・たくさんの商品と並ぶと埋もれてしまうデザイン
・重量のある商品のため、複数買いしてもらえない

・栓抜きが無いと開けられないので、新幹線で飲むことができない（ビール）

②中身の良さが見た目（パッケージ）から伝わりにくい

・中身が見えず、商品名からだけでは具体的にイメージができない
・ティーバッグかリーフタイプかわからない（お茶）
・品種名を認知してもらえていなかった（お茶）

機能性表示食品の動向・・・

△健康を打ち出したドラッグストアっぽい商品
〇美容を打ち出した女性的な商品



テスト販売の結果はレポートと個別面談で
各事業者様にフィードバック


